
歴史を創り、伝統を守る

大村高校に赴任し、

やがて1年が過ぎよう

としています。この1

年間校長として大高のために一体どれだけのこ

とをしてきたか、生徒のために何をしてやれた

か、保護者、地域の皆様に大高を理解していた

だくためにどれだけ努めたか、自問自害する毎

日です。

着任時、大高の雰囲気、生徒や先生方の動き

を見ていて、伝統に裏打ちされた自信と落ち巻

きに、生来せっかちな私は少々不満を感じたも

のです。もっともっとエネルギッシュに打って

出よ、高みに量るペく疾走せよ、などと思った

のでした。その思いから書き付けたのが表題の

ことばです。

ところが、今年度を振り返ると、目を見張る

部活動の活躍がありました。生徒たらは実によ

く頑張ってくれました。また、体育大会での生

徒たらの燃え上がらんばかりの熱気や五教崇の

文化度の高さを日にし、改めて大高生のレベル

の高さを実感しました。校長訓辞では、新たな

歴史を刻んでくれたと生徒たらを慰労、その活

躍を顕彰したところです。本校ほど多い賞状伝

達があった学校はないように思います。校長と

して非常に誇りに感じるところです。さらに、

校是「両道不岐」を実践すべく学習面でのがん

ばりを期待するところです。3年生は、学年ス

ローガン「前へIl」を体現すべく、次なる船

出に果敢に挑戦してくれるものと信じています。

長崎県立大村高等学校

校長　西　川　晃　二

さて、世界的な指揮者、小澤征爾さんが、米

音楽界の最高栄誉「グラミー賞」を最優秀オペ

ラ録音部門で受賞しました。8度日のノミネー

トで初受賞だそうです。受賞作は2010年に

食道がんの手術後、本格復帰した公演を収録し

たものです。彼が受賞インタビューで語った言

葉が印象的であったので紹介したいと思います。

それは「歴史は他人事（ひとこと）ではありま

せん」という言葉です。彼が戦争体験を語った

中でのものでした。戦争中少年期を過ごした東

京・立川での戦争体験です。友人の家が直撃弾

に見舞われ一瞬のうらに建物が崩れ去り、友人

家族は肉片すら残さずこの世力、ら消え去ったそ

うです。その強烈な体験が、彼の人生観、歴史

観、ひいては吉楽観を形作ったのであろうと想

像されます。「戦争体験を歴史上のものにして

はいけない。本にしてしまえば歴史はかなたに

消えてしまう。」という語りの中で漏れ出た言

葉が「歴史は他人事ではない」でした。戦争体

験を歴史の彼方へ追いやることなく、つねに自

己と歴史とを対時せしめてきた彼の生き様を感

じます。歴史は自分が創り出すもの、そして自

分が遭遇するもの、という思いを強く受け止め

ることができます。歴史を創る、歴史に当事者

意識をもって臨むことを教えてくれる言葉では

ないかと改めて思った次第です。

大高生が、歴史の大きなうねりを自分のこと

としてとらえ、さらには歴史の創（つく）り手

とならんことを切に祈念したいと思います。

県優良卒業児童生徒表彰

山道　知可（3－7壷瀬中出身）

県高体連卒業生顕彰

奥野　果歩（3－4北諌早中出身）

県高文達卒業生顕彰

川口　荊沙（3－8千綿中出身）

県高体連表彰　山岳部女子代表

栗本　実奈（3－4彼杵中出身）
県高体連表彰　陸上部

下坂　　碧（3－6玖島中出身）

大村市制74周年記念

大村市表彰　陸上部
下坂　　蛋（316玖島中出鼻）

生徒会活動功労賞表彰
陸上部
清見　大樹（3－3西大村中出身）
大石　干咲（3－6玖島中出身）
下坂　　啓（3－6玖島中出身）

下条　等菖（3－8桜が原中出身）
山岳部
西坂　結生（3－3彼杵中出身）

栗本　実票（3－4彼杵中出鼻）
高橋実紗子（3－7玖島中出鼻）

漕艇郡
津田　末結（3－2玖島中出身）
谷田　瑞季（3－2

林田　瑞季（3－2

岩永　層実（3イ
弓道部
田中　千尋（3－7

ソフトテニス部

奥野　実歩（3－4

吹奏楽郡

朝長　理彩（3－2
宮本　綾香（3－3

大村中出身）
桜が原中出鼻）
桜力暇中出身）

桜が原中出身）

北諌早中出鼻）

西大村中出身）
西諌早中出鼻）

大谷内凛平（3－5桜が原中出身）
生徒会総鍔

久保　美晴（3－4郡中出鼻）
糸瀬　優美（3－5郡中出身）
川口　荊沙（3－8千綿中出身）



脈物流会
2月1日（月）校内マラソン大会が実施されました。コースはグラウンドから裏門に抜け、男子は久原・東浦・大村公園・

教育センター・艇庫を回って学校に戻る73km、女子は寺島公園で折り返す4．5kmのコースで健脚を競いました。

朝の準備段階では小雨模様でしたが、レース中は無風のベストコンディション。3年8組の途中監察・声援が後輩た

らを力つけてくれたこともあり、皆、一生懸命走りました。結果は下記のとおりです。

例年なら、保護者の愛情豚汁が走った後の疲れをとってくれるのです力も‥、今年は豪雨で延期したため前週金曜日

にいただきました。悪天候の中での準備は大変だったはず。本当にありがとうございました。

男子　団体優勝　2年3組　　　　　　　　　女手　団体優勝1年5組

個人優勝　片岡　　惜（2－3　西大村中出身）個人優勝　井手　彩乃（2－5　玖島中出身〉

2位　立山　雄太（1－6　西大村中出身）　　2位　鶴田　彩希（2－1玖島中出鼻）

あいにくの雨でし

たが、温かい豚汁

をいただきました。

3位　永日　大海（2－2　郡中出鼻）　　　　3位　黒江　知未（1－4　西大村中出身）

邑　車軒t●1ゾ

2月2田（火）7校時、本校体育館において、

市の選挙管理委員会事務局から松園洋平氏をお招

きして、講演会が行われました。選挙権年齢の18

歳引き下げは我が国にとって歴史的な改革である
こと、若い世代が積極的に政治に参加することの

大切さをお話しいただきました。

生徒目線に

寄り添って

お話しいた

だきました！

目蓋‾　F．ラー・

1月27日（水）・28日（木）、1年生家政科全員が大村市

内の16事業所に分かれて就業体験を行いました。大雪の直後

で初日は交通機関の遅れもありましたが、各事業所で様々な仕

事を経験させていただき、働くことの喜びや厳しさを実感とし

て捉えることができました。各事業所ではスタッフの皆さんに

いろいろとご指導いただき、本当にありがとうございました。



熟斜鉦紹介弥陀触
12月20日（日）、長崎空港において、今年で5回目となるエアポートファッションショーが開催されました。

会場には保護者の方や友人などたくさんの観客が書吉めかけてくださり、3年生にとってとてもよい思い出となりました。
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家政科3年生が、「ファッション造形」の授業の一

環として、常磐保育園のお遊戯会衣装を製作し、プレ
ゼントしました。

園から要望のあった「ブリキュア」や「キラキラベ
スト」、「チアガール」などの衣装を計36着を、約2ケ

月間かけて作り上げました。

個性が輝くドレス姿が素敵！

欄間会
1月22日（金）民間講師招へい事業の一環として、1年

生家政科を対象に市内の洋菓子店「ナガサキヤ」の鶴岡俊一

氏を講師としてお菓子作り講習会を開催しました。

生徒達は、プロの手際のよさとコツに感動しながら、実際

に「クルミのチョコレートシフォンケーキ」や「アップルパ

プロ直伝の技。まるで

売り物のようです！
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1月15日（金）、大学入試センター試験を受験する255名の壮行式

が行われました。西川校長先生からは、自分の可能性を信じて最後まで

あきらめないことが大切だという激励のお話をいただきました。学年主

任の原口先生からは、3年間の取り組みを信じ、常に「前へ！！」の精

神で頑張れば必ず自己ベストを更新するはずといった内容の話がありま

した。進路主任の中野先生からは、問題用紙の注意事項をしっかり読み

落ち着いて問題にあたるなど受験上の注意などがありました。

3年生の生徒玄関には、後輩からの激励メッセージボードが設置され、

後輩一人ひとりが思いを込めて折っ

た千羽鶴が贈られました0こうした一柳叫ぎー諸

温かい激励に、3年生を代表して甲∴武運抒
戸悠真さんは「仲間を信じ、自分を

信じ、全力で頑張ろう」という力強

い決意表明をしました。最後に、先

生方を代表して釜崎先生がエールを

送り、生徒の緊張をほぐすとともに

全員の士気を高めました。

、・　．言＝＝

1月16日（土）、辺りはまだ真っ暗な早朝に、3年生を見送るた

めに1、2年生の生徒たちや保護者の皆さん、先生方が大高坂に大

勢集まりました。
この「見送り」は何年も前から続いている伝統行事です。今年は1、

2年生は土学がなかったにも関わらず、各部活動ごとに趣向を凝ら

した激励メッセージを送っていました。バスの窓からは3年生の笑

顔を見ることができました。

馳曽
1月23日（土）′）25（月）にかけて、

本県は”最強寒波’’に見舞才つれ、約50

年ぶりに手芸雲量の記録が更新されました。

苫段の黒色が一面の銀世界となり、本校

も臨時休校となりました。

じ芦

田旬国璽∋夏空甜）昆起払疲E白金

3月3日（木）13：00′〉15　40、

本校視聴覚室にて実施いたします。

ご参観は発表中のどの時間帯でも可能ですの

で、数理探究科1，2年の生徒の、この1年

間の研究成果をぜひご覧になってください。


